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研究成果の概要（和文）：再生専用型のホログラフィックメモリを実現するため，深さの異なる

ピットパターンを用いた位相多値記録方式を検討した．従来のＲＯＭ方式では，多重度が向上

しなかったため，新たにピット深さ方向に多値記録を行う方式を検討した．サンプル作製につ

いては，電子ビームカッティング技術を用いて深さ方向に 8 階調を作成できることを明らかに

した．再生シミュレーションについては，位相ダイバーシティ・ホモダイン検出のシミュレー

ションを行った．位相を 8 値で分離再生できることを確認した．今後さらに実験およびシミュ

レーションの精度を向上させ，記録容量の向上を図る． 
  
研究成果の概要（英文）：To achieve the holographics memory of the playback-only type, the 
phase multivalued record method to use the pit pattern with different depth was examined. 
Because the multiplicity had not improved in a past ROM method, the method to 
record multivalued newly in the direction of the pit depth was examined. It was 
clarified to be able to make eight steps for the direction of depth by using the electron 
beam cutting technology about the sample making. The phase diversity and the 
homodyne detection were simulated about the reproduction simulation. The phase was 
confirmed and it was confirmed to be able to reproduce the separation by eight values. 
The accuracy of the experiment and the simulation will be improved in addition in the 
future, and the improvement of storage capacity is aimed at. 
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１． 研究開始当初の背景 

次世代の大容量光メモリとしてホログ
ラムメモリが検討されている．記録型と
互換性が可能で，かつ従来のＣＤ等と同
様に大量生産できるＲＯＭ方式が望ま
れている． 

２． 研究の目的 
ＲＡＭ型のホログラムメモリと互換性
が可能で，かつ大量生産可能なＲＯＭ型
ホログラムメモリについて，大容量化の
ための多重，多値記録方式を開発する． 
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３．研究の方法 
  本研究は，計算機ホログラムによるＲ

ＯＭ方式を検討した．サンプル作製は電子ビ

ーム露光で行い，ピットパターンをカッティ

ングして作成した．サンプルよりホログラム

再生が可能であることを確認した．さらに電

子ビーム露光で多値記録を目的とした深さ方

向の多値を検討した．再生シミュレーション
については、多重のための位相コード多重
記録のシミュレーションおよび多値記録再
生を目的とした位相ダイバーシティ・ホモ
ダイン検出のシミュレーションを行った。 
 
４．研究成果 

  再生専用型のホログラフィックメモ
リを実現するため、深さの異なるピットパ
ターンを用いた位相多値記録方式を検討し
た。従来のROM方式では、位相コード多重に
よる多重度が向上しなかったため、新たに
ピット深さ方向に多値記録を行う方式を検
討した。本科研費によりサンプル作製の検
討および再生シミュレーションの検討を行
った。サンプル作製については、電子ビー
ムカッティング技術を用いて深さ方向に８
階調を作製できることが明らかとなった。
カッティングについては、さらに１６階調
を目指した検討を進めており、作製精度等
を明らかにする必要がある。 
再生シミュレーションについては、位相

ダイバーシティ・ホモダイン検出のシミュ
レーションを行った。位相を８値で分離再
生できることを原理的には確認した。ただ
し、ピット部と平坦部の面積比が小さいと
信号検出が十分には行われないことを確認
した。信号検出においては、十分な信号対
雑音比を得るためのカッティングパターン
の最適化が必要であり、さらに継続して検
討を進める。 
位相多値に関しては、振幅変調による多

値記録に比べて差動検出が可能であり、信
号対雑音比の向上が期待できる。一方では
ピット作製技術に高精度のカッティング技
術が要請され、技術の評価については，信
号検出と作製技術の両面から性能評価を行
う必要がある。 
いずれにしても、ホログラムメモリのROM

化に当たっては、従来のアナログパターン
の転写技術では大量生産、低コスト化は困
難であり、本研究で示した計算機ホログラ
ムの考え方に基づくピットパターンによる
実現が製造的に最適であり、今後さらに大
容量化に向けて研究を進めていく。 
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